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L'94. ハ リガネムシの呼矧 こ及ぼす温度の影響 ハ.)ガネムシの生蕊学的研兄 弟8報 吉田正範

･江班次雄 (静岡大学 良学部 応用昆虫学研究室)31.ll.19受理.L て
′l

謹 ん で 春 川 忠 官 先 生 の せ 稀 を 祝 賀 し奉 る∴
I ･ I

呼吸血の変化によってハ1)ガネムシの棲息適温を知るために, マルクビク.シコメッキの幼虫を興っI
た氾庇条件下において呼吸虫を測定した.

.ハリガネムシ (マルクビクシコメッキの幼虫)の生

態を明らかにする抱,ガラスポットに土技を入れ飼育

を別みたが,生長速班は非指に緩慢であるため果して

蛇-1fしているのであろうかと云う卿 ロを屡々抱いた･

･文士姐や卯の交換を定i弱的に行ったが,経過日数が進
むにつれて次節に環節の縮小する個体や活動性に郎彩

を欠く桐舶 i現われ回虫の取り扱いに就いての基礎的

知識が欠けていること奇相感した.

ハリガネムシのは息群杭としては,土扶温度,土填
水分,光弘 皿先,qf及び他の微生物とのBg係等数多の

囚子が?,･えられるが,此処では氾班との関係に就い.て

のみ取り上げた.

Y,:者の一人古田CJは,マルクビクシコメッキの幼虫

がrl也の_uL･L･ほ下田に班息する時期があり,之Ŝは概

ね11的JPは抑il壬企糊に当るglを指摘し,更に之等の時l
lmと平rJJ血小出皮との朋掛こ就いて論じたが,同山の

純血過zLlに此いては触れなかった.
-中山1)は土地谷村の両端'Jに heaterと氷室を設け配
皮の列なる土IL,_1を作り,之にコガネムシの幼虫を放ち,

昆虫の好む配収和田をau起したが,ハt)ガネムシの似

合には比較的短湖間に放ける温度の雌雄は現われず各

土層に分布がみられ応用出来なかった.

/著者は呼吸虫の変化に依りハI)ガネムシの按息適温

の高温限界に就いての知見を得んがため,昭和31年4

月より5月の間,作土の上層部で摂食活動しているマ

ルクビクシコーメッキの幼虫を只つI=温度に放田し七呼
吸mを測定した.

本文を群するに当り粒々御招唱御把捉を賜った京都

大学皿学部内田俊郎教授に感謝の志を表すると共に,
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抑助言を賜った静岡大学位学部飴山実調節に深謝する.

宍験材料並びに実験方法

実験に使用･したマルクビクシコメッキ Melal10tLL､S

.caudexLewiSの幼虫は静岡県浜名郡駅北町新原の試
鹸田吸で採如きわたもので,体長を洲定した後 1ふm

の差に区別して夫々田径 15cm,長さ 20cm のガラ

･スポットにクロボク土状と馬鈴薯を入れて飼Tj<した.､

実験も行うに当り体長 15mm＼以上の個体は5弧 そ

れ以下の例休は10頭ずつ盛んに摂食活動するものを放

り出し,torsionbalanceで秤i出した後 Warburgの

検圧計は依り勲宗消粍_Tn(以後呼吸虫と略称する)を

凱促 した二

呼吸丑の瓢定

＼ハT)ガネムシの所定の頭数を容群に入れて検圧計に

.取り附け,夫々空振り5分後より (200以下の似合は

･空振り20分後)10分間矧 こ呼吸虫をallj定した.

5月1日7250 に放ける体重 36.4mg,19.6mg,

5.0mgの各胴体g)呼吸良の変化を示せばU,11図の如
くである.

土妓中に班息するハ')ガネムシを小さい溶出巾に祝

出して更に1分間1101回の振動を与えるため,之?i,TEの

雄蟹が始く現われるのではなかろうかと考えたが,節
1図に依れば呼吸虫の変化は何れもIB線的で70分以内

では大なる仔当別まないものと思われるので,各成机を

60分間に於ける呼吸Ltで比較することにLI:.

吉田･沢木8)はハリガネムシの乾燥に対する抵抗性

に就いて実駿を行つたが.'300凋 係配収74%では140
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Fig.1. (Left).0Ⅹygenconsumptionofthewireworms,differentinbodyweightat250
(May1, 1956).

Fig.2. (Right).Relationbetweenthlebodyweightofwirewormand.theoxygenconsump-
tionperindividualatvarioustemperatures.(In350,thesca一eofordinateisontherJ'ght
side.)

分間放田しても死亡しなかった.

ハリガネムシの大きさと1頭当りの呼吸丑

1佃体当りの呼吸爪を叩独にnTJ定することは困難で

あるので,5または10好i当りの呼吸Inを51TjlJi:して1頭

当りの数値を訂tlル た.
各温度に放ける1琉当りの呼吸iTtに軌 ､て示せば第

1末及び郡2図の如くである.

Tat】1e1.I0Ⅹygenconsllmption(mL/hr)

節2図に依れば何れの場合も体重の増加するにつれ

て呼吸爪も次節に増大した. また増加の しか たは

15.50及び 200では大鳥な変化はみられなかったが,

250以上の場合は急激に呼吸虫は増大した.350では

休爪 10mgの小型の幼虫では 19mg■の胴体に比較し

て呼吸虫は急政に減少したが,之はガラ7:容円内に放

田きれ拐捜された影響が現われたものと思考されI=.

ofwireworrpatfivedifferenttempemtdreS･､

20.0

1rLIJ
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-各温度に於けるハリガネムシの大きさと

､ 単位体重当りの呼吸畳

●大型の幼虫の呼吸量が小型の幼虫のそれに比較して

大きい執 ま当然の事であるので,呼吸虫をその生体歪

で除したiti位体重当りの呼吸塁で比較した.畔位体重

当りの呼吸虫に就いて示せば第3図の如くである･I

叫位休韮当りの呼吸虫は幼令のもの程大きく,生長

IT)0

するにつれて次矧 こ城少の幌向を示した.この院内は

温度が高い程顕著に現われたが,350の拐合では体

重15mg以下の幼虫では逆に111位体正当t)の呼吸ilは

減少した.

200及び 15.50 の場合は概ね相靭似した曲線を示

し,特に ･18mg以上の胴体のIti位休正当りの呼吸lJt

は卵 a一定し,Lo･20-0.25mLの債を示した.

､ l
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Bodywc王ght (mg) Temperatt).re

Fig.3. (Left).Relationbctwcenthesizeofwir'cworm andtheoxygenconSllmptionper

body′weightatvユrioもstemperatures･(In350,thescaleofordinateisontherightside･)
Fig.4. (R;ght).Relationbetweenthetemperatureandoxygenconsumptionofwireworm,
differentinbodywc王ght(ll,15,20,and30mg).

250では 24mg以上の胴体が0.40-0.45mL,300

では24mg以上2)n.-桝 が 0.55-0.60mLの比較的近

似した旧を示しI=.即ち 200では 18mg以上の胴体,

250では 24mg 以上の閉経のfT1位体韮当りの呼吸広

は一定であり,それ以下の個体では他の去担皆が現われ

るものと.nJ-#3･される.従って実験鮎沢を比較する似合

紘,1所当りの呼吸_fnを比佼すL-3より叩位体式当りの

呼吸訳を比較する方がより効果杓であろう.

Table2. 0ⅩygenconStlmption(mL/hr)per

mgbodyweightatdifferenttemperatures.I

Bodywe亨ghtofwireworm(mg)

ll 1 15 I 20 1 30

0.32510.265

ハリガネムシの呼吸に及ぼす温度の影響 30･0

TJfJ述D如く幼虫の呼吸に対して氾庇の作IT]が顕ヲ引こ

現われるので,配蛇とIt1位体式当りの呼吸_JR(以後呼

吸Gtと帽称する)との関係に就いて示せば節2表及び
耶4円に示す如くである.

作犯 30n唱 の似合の呼及員に就1.1てみれば, 15.5
-200では 0.20mLのflL'iを示し,大なる呼吸_FRの変

化は認められなかったが,250では 0.36mL,300で

は0.6mL,350では 1.05mL と急故に増加のFl向を

示した.llmg.1511唱,20mgの場合も之と同様の田

向を示した.

又ハ.)ガネムシの呼吸TlTtの変化と行動との関係に就

いて知見を1'Jんがため,ガラス容村内に収容され枚rE

中のハ･)ガネムシを松･̂烈し7こ. '

･･525Il･740
氾IA:が15.5･-200では符招円を多少偶行する別件も
認められたが,そのrJ打伽こ大きな変化はみられTlかつ

I=.然し30-350に上57･すれば,ハ')ガネムシは絶え

ず体を撚托し7こり,数個のn,tJ体が塊り互いに維れ合っ

て,明らかに苦悶の状を里した.

吉田･江渡7)はハ')ガネムシに数多の化学物質を作

用させその呼吸宛を測定したが,クロロホルムで麻酔

した場合の呼吸虫は作用iEi後より急激に減少して一定

の時間を経過して零の倍を示した.白菜薬剤を作用さ

せた場合の呼吸矧 ま何れも作用宙後急激に増加した後,

生存する面体は一定の時間後元の呼吸虫にもどったが,

死亡する個体は之を通過して零になる甲を認めた.
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之̂
tJrSのfJl
頃より推架すれば
,
ある環境下に掛Jる呼

吸出が平街,を搾っている執ま正常な呼吸を営んでいる

享Jlを火
.
旺し
,
呼吸虫が乱れる執ま生物が異常環境のも

とに鵬されている事がうかゞわれる.

,
15
.
5､20.
00の呼吸虫は比較的類似しており
,
之等

の払.1
政和【批まハリガネムシの生育にとって好適な温度

であろう
.
然し体重30mgの個体の250に放ける呼

吸用は0
.
4mLであり,
温妊呼吸歪曲線は急政に上昇

し明らかに只常であろうと思考される
.
春期摂食活動

糊2)ハリガネムシの正常な呼吸量を0.2-0.3mLと
すれば
,
体正30mg,
の幼虫の呼吸に爽常を及ぼす高温

紅ミ糾ま230であろう
.
又20mgの幼虫では220で

あろう
.ハ
t)ガネムシの正常な呼吸出は幼令期樫高く

あった.
1

採集時期の相通とハリガネムシの呼吸丑

採班された鴫糊D相迎に依り幼虫の呼吸虫に如何な

る相迎が副われるかという-iiiを知ろうとして,
昭和31

年3月8日及び5月1日同じ場所で採袋した個体を夫

同々様な取り扱いをして250の温度のも七で呼吸虫を

汎】足した
.

(JtlhE)tZO!7dumst103tIaaをo

Fig.
5
.
Comparisonofoxygenconsumption

ofwircwormscollectedattwodifferent

Seasons.

3月8日
,
5月lEI採柴のハL)ガネムシの呼吸虫に
就いて示せば第5図の如くである.i1
755図に放れば5

月採LjSの幼虫の呼吸矧ま3月採斑のものに比較して高

くあっ花が,
之は採娼された時期のは良環境である土

塊の温Jji:に依るものであろう.
又3月採災の個体間をこ

掛ナる呼吸虫の変化は5月採袋のものに比較して大き

くあった.
之は5月採袋の幼虫は宿敵に摂食活動を行

うI川休であったが,3
月採腿の幼虫は作土の上層に上
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昇して間もない個体も混り,個休閑の活励比に祖述が

あるfiLに依るためであろう.

冶 措

ハT)ガネムシ MelanoLuscaudeELewisの生育に

好適である温度限界を知ろうとして,春光脂宝金活劫朋

に於ける幼虫の呼吸虫 (敢累消粍塁)を只った氾皮の

下で測定した.呼吸虫のJIJJ定には Warburgの1剣玉計

を佐用した.

ハ.)ガネムシをガラス製容鰍こ入れ,枚圧計に迎約

して1分間110回の振動を70分間与えても呼吸払 土山

線的に脚加したので,実験閲始後60分l粥の呼吸ilを比
較した.

1頭当りの呼吸虫は幼虫の生長に伴い噺次咽大した′

が,この傾向は温度の上昇するにつれて蹴著に現われ

た.350の場合,体盃 14mg以下の幼山に於いて呼

吸延の急激な低下をみたが,之は馳‡以外のは蟹が131

われるものと思考された.

Qi位体重当りの呼吸虫は1頭当りの呼吸血の似合と'

反対に幼令期に於いて高く,生長するに伴い次邦には

少の幌向を示した.

15.50及び 200の 18mg以上の幼虫に加いては111

位体盃当りの呼吸屯は0.20-0.25mL/mg/hr,250,

24mg以上の幼虫では0.40-0.45mL,300,24mg以

上の幼虫では 0.55-0.60mLの夫々一定した価を示

した.従って実験結果を比較する勘合はIti位体3Ii当り

の呼吸店を比較する万が有刺であろうと考えられた･:

休盃 30mgの幼虫の呼吸血に就いてみれば,､15･5

-200では0.20mLの価を示し大なる呼吸iFILiZ)変化は

みられなかったが,250では0.36mL,300では 0.60

mL,350では 1.05mLと急政に増加した.

昆虫の呼吸塁が平街を保ってい射叱 正'iiirな生活を
営んでいる郡であり,呼吸虫が乱れる弧 ま只'l;lr瓜暁の
下におかれている弓iと推察された. /

春期摂食期に於けるハ.)ガネムシの正常Tl呼吸Tuytを
0.2-0.3mLとすれば,体重30mgの地山の呼吸に

異常を及ぼす高温限界は 230であり,又 20mgの幼

虫では220であろう.ハ])ガネムシの正'Iiどな呼吸矧ま

幼令糊程高くあった.

･採災時糊の相迫と幼虫の呼吸血とのLig係に弧 ､て知

昼を狩るため,3月8日及び5月1口授腿の幼山に就
いて250の氾皮下で測定したが,5月1日採niの幼山

の呼吸出がはるかに高くあっI=.之はその時脱のtLi:･瓜

幼JLDfの土放出庇の芸に依るものと埠老される･
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R6sum6

Inorder■toknowtileOptimllm temperaturefor

growlhtoflhewireworm,MelanoEILSCaudeELewis,

atitsfeedingperiodinspring,itsoxygenconsump･

lion atvariollS.temperatures Were measured

usingWarbllrg'smanometer.-
TheoxygeilCOnSumptionincreased㌔Iinearlyfor

70minutes,whilethewormswereshakedas

freqllenta5110timesperminute.Therefore,the

oxygenconsumptionsin60minutesafterthestart

oftheexperinienttvereconsideredasanindex.

ITheoxygenconsumptionsperindividllalincreased

graduallyasthewormsgrew,andtllistendency

wasmoreremarknbl占asthetemperaturerose/

At350theoxygenconsumption of the smalll

ind王vidllals一essthan14mgdecreasedrapid一y,

probab一ydue′toa.nyfactorotherthantemperature･

The02COnSumptionpermgofbodyweightis

爪･22 怨-Ⅰ:
h'ghinyoungerindividualsanddecrcaSeSgraduallyI
tLStheygrew. ､ /

The02COnSumpt王onperunitbodyweighttakes

nconstantvaluewhenthebodyweJ'ghtofmeasured

ind王vidualsandtemperatureweremadeconstant.

Thcrcforc,this value 王s used adequately,for

compLlrisonofdataobtainedatdifferentcases.

In theJindividuals weighing 30mg, the02

consumptionwasco.nstantbfaboutO･2mLat1515

-200Jwhileat25,30and350,-it､incr占AseSt0

.0.36,0.6and1.05mLrespective一y.

Theauthorsassumedtllatbalaliced state of

respiration王samailifestat王onofnormtallifeand

thedisttlrbcdstateofitisthatofabnormallife.

Assumingthatthenormalstatedofrespiration

inspringwas0.2-0.3mLof02COnSumption,the

th!eshpld-Of temperattTre exerting abnormal
infltlenCeOn the､respirationーare23O,and 220,～
respectivelyontheindividtlalsof30mgand20mg

ofbodyweight.

The02COnSumptionofthe･wormat王tsimmatllre

ilarva一period waslligher-thanthatofmatllre

larvae. TheO2 COnSumPtion of the worms

collectedonMay1werehighertllanthoseofthe

w｡rmscollectedonMaich8.Itisbelievedtb'be

owingtothed王fferencくさoftemperatllrCOftheir

livingp一ace.

Sttldieson theRehtion hctwc.en 一heSilicaContcnHrttheltice-plantandthelnsccI

peSt9.V.KaoruŜ ŜNO･L･0(LaboL,ato,yOfAppliedEnlomoI.gy, FacultyofLibel,alArtsand
Education,YamanashiUniversity,Kofu).ReceivedNov/20,1956.Bolyu-Kagaku,22,159･164

1957,(with Englishresume,164).

95. 水椙珪酸と婁虫 第5報 笹本 啓 (山梨大学 学芸学部 .応用見出学研死去)31.:ll.20受理

謹 ん で 泰 川 忠 音 博 士 の せ 稀 を 祝 賀 し 奉,ち.

ニカメイチiゥの内科的予防剤としての珪酸の苛幻を光化学的にしらペ, さらに班栂池肥水掛 こ対

するニカメ･イチユウ,ツマグロヨコバイ,イネカラ1ヾエ,イネットムシIJどの加'JIについて調光した.

古くSa_ussureが植物休中に珪竹の存lEを旧摘して

以来,作物の栄養生理,生化学,肥料学的面兜が行わ

礼,今世紀に入り極めて多くの研兜がなされ,‡た敢群
としての鉱梓は早くより詔家のtJ拭 するところとなり,

枇物梢和学上水稲-rFn麻AS脚 ,Liや村熱病の予防的作用が
認められるに到った.

rArt省はさきにニカメイチエウにつき,ポットおよび

Bhl似試験を行い,拙放出FT]水稲の紋日が著しく軽減さ

れることから維持的;その枇TJT･TJ防剤とtZて効あること

を述re,1㌧ その原田の一部と,FEわれる2,3の点に考､

群を加え,又イネットムシ,イネカラ′ヾエ野̂について

も調査するところがあっ7こ5,6).

本文はニカメイチユウの内村的予防剤としての珪故

苅&'1を光化学的に調べ,班に珪懲施肥水稲に対するニ

カメイチエウ,ツマグロヨコバイ,イネカラバェ,イ

ネットムシ苛の加告について調査したもので,､1956年

5月～11月に行い供試品種は山梨県下に最も広く栽培

されている出林8号を用い,高さ垣径共に 18cm の

瀬戸引ポットに,山梨県の代表的秋落地相である煎八

代郡富士見村水田土壌 (砂土)lrI匁に硫安 ･過石 ･
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